
　労組対象人数＝約１１００人
　所定労働時間＝１８６０時間

　OKIソフトウエア労組　長時間労働の分布
２４００時間～２７００時間
２７００時間～２８００時間
２８００時間～

　　209人
　　　10人
　　　16人

　　OKIソフトウエアの労使努力目標
　　　全員２４００時間以内への改善

　沖労組
７２０時間以内
８００時間以内

　年間・時間外労働の労使協定(３６協定)

　電機大手

年休取得日数と未消化国際比較（０８年）
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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

「
見
逃
す
な

心
と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
職
場
」

＝
全
国
労
働
衛
生
週
間
＝

２
０
１
１
年
の
週
間
は
９
月
が

準
備
期
間
、
１
０
月
１
日
〜
７
日

が
本
週
間
と
し
て
、
標
記
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

拡
が
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全

は
、
職
場
の
過
重
労
働
と
人
間
関

係
の
悪
さ
が
主
要
な
原
因
で
あ
り
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
成
果

主
義
や
非
民
主
的
な
職
場
支
配
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。
経
営
ト
ッ
プ

の
姿
勢
を
変
え
る
た
め
に
は
、
労

働
組
合
の
主
体
的
・
積
極
的
な
取

り
組
み
が
な
け
れ
ば
、
改
善
で
き

ま
せ
ん
。

「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
」
た

め
に
職
場
を
総
点
検
し
、
改
善
さ

せ
る
「
週
間
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
に
大
災
害
が

起
き
て
以
来
、
様
々

な
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
さ
れ
ま

し
た
。
「
そ
こ
ま
で
し
な
く
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
の
声

も
あ
り
ま
し
た
が
主
催
者
側
が

世
論
を
気
に
し
て
取
り
や
め
る

事
態
に
。
▼
し
か
し
最
近
で
は
、

お
祭
り
な
ど
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
沈
滞
ム
ー
ド
だ
っ
た
様
相

が
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
で
も
「
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
」
が
女
子
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

で
優
勝
、
韓
国
テ
グ
で
行
わ
れ

た
陸
上
大
会
で
も
世
界
の
ア
ス

リ
ー
ト
達
の
活
躍
に
活
気
が
戻
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日

本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
観
客

動
員
が
減
っ
て
き
た
と
は
い
え

人
気
が
高
い
プ
ロ
野
球
も
セ
・

パ
両
リ
ー
グ
の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー

ス
が
盛
り
上
げ
を
見
せ
て
い
ま

す
。
▼
こ
の
よ
う
な
中
で
、
あ

る
新
聞
記
事
が
目
に
留
ま
り
興

味
を
も
ち
ま
し
た
。
東
京
都
港

区
海
岸
町
に
野
球
場
が
あ
っ
た

の
で
す
。
大
正
十
年
に
造
ら
れ

二
万
人
の
観
客
が
入
れ
る
広
さ

で
し
た
。
当
時
は
大
学
野
球
が

中
心
で
中
止
さ
れ
て
い
た
早
慶

戦
で
し
た
が
、
再
開
の
願
い
も

こ
め
てО

Ｂ
た
ち
が
集
ま
っ
て

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
代

の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、
今
は

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
関
心
を
持
っ
て
掘
り

下
げ
て
み
れ
ば
面
白
い
こ
と
が

判
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
人
間
ら
し
く
働
き
た
い
」

思
い
が
始
ま
り

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ

Ｌ
Ｂ
）
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
と
訳

さ
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
で
１
９
８
０
年

代
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
、
仕
事
と

生
活
を
両
立
さ
せ
て
、
人
間
ら
し
く
生

き
た
い
と
い
う
労
働
者
の
願
い
や
要
求

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
労
使
が
協
調
し

て
生
産
性
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
自
主

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
基
本
と
い
っ
て

い
ま
す
が
、
労
働
者
の
願
い
や
要
求
に

こ
た
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

慢
性
的
な
時
間
外
労
働

沖
電
気
に
お
い
て
も
労
使
で
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

人
員
が
毎
年
減
ら
さ
れ
、
更
に
昨
年

度
は
１
，
０
０
０
名
を
超
え
る
希
望
退

職
が
行
わ
れ
、
人
員
不
足
か
ら
慢
性
的

な
時
間
外
労
働
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
然
、
年
休
を
取
れ
な
い
・
取
り
に
く

い
状
況
が
生
ま
れ
て
お
り
、
沖
ソ
フ
ト

な
ど
で
は
年
間
年
休
取
得
が
ゼ
ロ
の
人

が
７
５
人
も
い
ま
す
。
年
休
取
得
が
改

善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

成
果
主
義
と
心
の
病

こ
れ
に
輪
を
か
け
て
い
る
の
が
成
果

主
義
で
す
。
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
が
バ
ラ

ン
ス
を
取
れ
な
い
ば
か
り
か
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
も
取
れ
な
く
な
り
、
精
神
的
障

害
で
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
通
院

せ
ざ
る
を
得
な
い
人
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

生
産
能
率
を
最
優
先

ま
た
生
産
現
場
で
は
、
生
産
能
率
が

至
上
命
題
に
な
り
、
能
率
を
上
げ
る
た

め
、
作
業
の
余
裕
時
間
を
生
じ
さ
せ
な

い
。
時
間
が
空
け
ば
他
職
場
に
応
援
を

さ
せ
る
。
一
人
減
っ
て
も
仕
事
は
回
る

と
い
っ
て
、
要
員
が
削
減
さ
れ
、
い
っ

そ
う
の
過
密
労
働
が
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
、
生
産
性
の
向
上
に
努
め

な
が
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
す
す
め
る
と
い
う
こ
と
の
実
態
で
す
。

仕
事
と
生
活
が
両
立
で
き
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

育
児
や
子
育
て
、
介
護
と
仕
事
の
両

立
を
望
む
労
働
者
の
願
い
・
要
求
に
こ

た
え
る
ポ
ー
ズ
を
と
り
な
が
ら
、
実
際

に
は
、
労
働
者
に
い
っ
そ
う
の
長
時
間
・

過
密
労
働
を
押
し
付
け
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
の
解
決
な
ど
雇
用
の
安
定
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
長
時
間
・
過
密
労

働
の
解
消
、
低
賃
金
の
打
破
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ワークとライフは
バランスがとれていますか？

沖電気労組の年休取得日数は９８年の１４.８日から下降

の一途である。１０年度の実績は１２.６日。

０８年度のエクスペディアジャパンによる国際比較で

は欧米諸国と較べて取得日数は低い。沖電気労組は取得

１３日、切捨て日数１０日となっている。切捨て日数は

１０２人の雇用分に相当し、平均年収の５８０万円で計

算すると約６億円となる。一人当たり約１５万円の切捨

てとなっている。

年間労働時間はフランス１５４４時間、ドイツは１４

３０時間、イギリスは１６５３時間。日本１７７２時間

でドイツより３４０時間も長時間の労働をしている。

年休取得も少なく、長時間労働で

心と体がＳＯＳ

過
労
死
と
隣
り
合
わ
せ

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
労
組
員

年
間
年
休
取
得
が
ゼ
ロ
の
労
組
員

が
７
５
人
も
い
る
沖
ソ
フ
ト
で
は
、

年
間
９
０
０
時
間
超
の
時
間
外
労
働

を
す
る
人
も
い
て
、
深
刻
な
事
態
で

す
。
右
表
は
１
０
年
度
の
実
績
。



製造業の研究開発効率　％
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怒
り
爆
発

生
産
の
、
広
域
移
管

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

０
８
年
１
０
月
、
沖
電
気
の
半

導
体
部
門
が
ロ
ー
ム
に
売
却
さ
れ

社
名
も
変
更
。
以
来
、
八
王
子
地

区
の
縮
小
、
勤
務
地
の
異
動
、
・
・
・

リ
ス
ト
ラ
の
嵐
で
連
結
従
業
員
数

も
半
減
以
下
の
２
３
０
０
人
に
。

今
期
は
、
初
め
て
営
業
利
益
が

５
億
に
な
っ
た
が
、
７
月
１
２
日

に
労
働
組
合
と
の
協
議
な
し
で
、

八
王
子
地
区
で
生
産
さ
れ
て
い
る

Ｗ
Ｌ
―
Ｃ
Ｓ
Ｐ
（
ウ
エ
ハ
状
態
で

組
立
完
了
の
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

の
宮
崎
・
タ
イ
工
場
へ
の
移
管
が

発
表
さ
れ
個
人
面
談
も
始
ま
り
、

雇
用
不
安
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
製
品
に
は
請
負
会
社
・
多

摩
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
契
約
社

員
な
ど
約
１
３
０
人
と
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ

ミ
社
員
約
４
０
人
な
ど
が
従
事
し

て
い
ま
す
。

八
王
子
市
も
ロ
ー
ム
社
に
企
業

存
続
を
要
請
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
の
運
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ム
・
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
・
多
摩
エ

レ
３
社
の
社
会
的
責
任
と
し
て
の

「
雇
用
確
保
」
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

人
員
確
保
は

長
期
勤
務
の
派
遣
募
集

【
埼
玉
・
本
庄
】

光
回
線
の
終
端
装
置
（
Ｇ
Ｅ
―

Ｐ
Ｏ
Ｎ
）
な
ど
の
製
造
ラ
イ
ン
な

ど
の
主
戦
力
は
、
正
規
社
員
の
減

員
が
進
み
、
派
遣
社
員
依
存
に
変

化
し
ま
し
た
。

毎
週
の
よ
う
に
新
聞
折
込
広
告

で
派
遣
社
員
の
募
集
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
時
給
１
０
０
０
円
、
通

信
機
器
の
検
査･

梱
包
、
女
性
ス

タ
ッ
フ
多
数
勤
務
中
、
長
期
勤
務

の
お
仕
事
で
す
。
」
と
い
う
文
字

が
躍
り
ま
す
。

し
か
し
、
派
遣
契
約
は
短
期
の

一
ヵ
月
更
新
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、

契
約
期
間
の
是
正
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

８
月
末
の
当
会
（
Ｏ
Ａ
Ｋ
）
調

べ
で
は
女
性
約
９
０
人
、
男
性
約

８
０
人
、
合
計
１
７
０
人
の
非
正

規
社
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

正
規
社
員
登
用
へ
の
ル
ー
ル
の

改
善
・
周
知
、
処
遇
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

半
年
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト

労
組
員

２
６
０
人
減
員

【
埼
玉
・
蕨
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】

１
０
年
１
０
月
に
沖
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
、
沖
通
信
シ
ス
テ
ム
ズ
、
沖

イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
の
３
社
合
併
で

従
業
員
労
組
も
合
併
し
ま
し
た
。

尚
，
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ユ

ニ
オ
ン
に
は
沖
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・

エ
キ
ス
パ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
Ｓ

Ｅ
Ｓ
）
も
加
入
。
労
組
員
数
は
、

１
１
年
６
月
時
点
で
１
２
９
５
人

（
女
性
１
１
４
人
）
と
な
り
、
希

望
退
職
応
募
な
ど
の
影
響
で
、
昨

年
１
２
月
比
で
２
６
０
人
の
減
員

に
な
り
ま
し
た
。
４
月
の
新
入
社

員
は
２
０
余
人
。

国
内
産
業
の
衰
退
危
機

【
東
京
・
芝
浦
】

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
買
収
し
た
三

洋
の
白
物
家
電
を
中
国
企
業
に
売

却
す
る
と
い
う
記
事
を
見
て
、
や

は
り
リ
チ
ウ
ム
電
池
以
外
は
切
捨

て
の
対
象
で
従
業
員
の
こ
と
な
ど

全
く
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
。

沖
が
半
導
体
部
門
を
売
却
し
た

ロ
ー
ム
の
や
り
方
と
形
は
違
う
が

従
業
員
の
こ
と
な
ど
考
え
ず
、
た

だ
利
益
の
み
追
求
す
る
や
り
方
は

同
じ
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
国

内
産
業
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。

折
か
ら
空
前
の
円
高
と
な
り
、

大
企
業
は
国
際
競
争
力
の
名
の
下

に
海
外
移
転
を
ほ
の
め
か
し
て
、

税
金
を
減
ら
せ
・
や
れ
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
だ
と
下
請
け
企
業
を
い
じ
め

て
平
然
と
し
て
い
る
。

沖
も
主
力
の
プ
リ
ン
タ
で
苦
戦

し
て
お
り
、
円
高
を
口
実
に
従
業

員
へ
の
し
わ
寄
せ
が
心
配
で
あ
る
。

女
性
の
自
立
と
自
由

雑
誌
「
青
鞜
」
１
０
０
年

【
あ
す
な
ろ
読
者
・
投
書
】

「
元
始
。
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」

ー
ー
の
平
塚
ら
い
て
う
の
檄
（
げ

き
）
文
で
始
ま
る
雑
誌
「
青
鞜
」

（
せ
い
と
う
）
が
創
刊
さ
れ
た
の

は
１
９
１
１
年
９
月
。

女
性
に
参
政
権
も
な
か
っ
た
時

代
に
、
女
性
の
自
立
と
自
由
を
高

ら
か
に
う
た
っ
た
。
１
０
０
年
前

に
比
べ
る
と
女
性
の
地
位
は
良
く

な
っ
て
い
る
が
、
女
性
の
貧
困
の

解
消
、
経
済
的
自
立
な
ど
達
成
さ

れ
た
と
は
い
え
な
い
。

日
本
の
女
性
の
社
会
進
出
度
は

世
界
５
７
位
で
、
国
連
の
女
性
差

別
撤
廃
委
員
会
か
ら
は
「
差
別
の

是
正
」
勧
告
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
沖
電
気
は
女
性
社
員
が
減
ら

さ
れ
続
け
１
割
以
下
に
。
製
造
で

は
、
非
正
規
の
女
性
が
多
数
派
に
。

い
ま
こ
そ
、
先
人
た
ち
の
熱
き

「
思
い
」
の
共
有
を
！

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
４
６
回

収
益
に
結
実
し
て
い
な
い

研
究
開
発
費

《 ２００９年の各社比較 》 研究開発費が企業の収益に

結びついているかの効率を比

較。５年間の累積営業利益を

その前の累積研究開発費で割っ

て算出。沖電気は２０００年

～０４年に１１３１億円の研

究開発費を投入。０５年～０

９年の営業利益は３９０億円

３９０÷１１３１＝

研究開発効率は３４．５％

０９年の比較では電機各社

は低迷。その他大手は１００

％を上回る水準になっている。

貧困率、過去最悪１６％
２０１０年 厚生労働省調査

全
国
民
の
中
で
、
所
得
の
低
い
人
が
ど
の

く
ら
い
の
割
合
で
い
る
か
を
示
す
「
相
対
的

貧
困
率
」
が
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
こ
と
を

厚
生
労
働
省
の
公
表
し
た
「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」
で
わ
か
っ
た
。
同
省
は
、
所
得
の
低

い
非
正
規
労
働
者
や
、
高
齢
者
の
増
加
が
要

因
と
み
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
「
貧
困
」

と
さ
れ
た
の
は
、
０
９
年
の
年
間
所
得
が
１

１
２
万
円
未
満
の
人
た
ち
。
国
民
の
６
〜
７

人
に
１
人
が
貧
困
状
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
１
９
８
６
年
調
査
の
貧
困
率
は
１

２
・
０
％
で
、
年
々
悪
化
傾
向
に
あ
る
。

原
子
力
の
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
平
和
利
用
す
れ
ば
、
将
来
的

に
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

得
ら
れ
る
。
丈
夫
な
岩
盤
の
上

に
建
設
す
る
か
ら
大
地
震
が
起

き
て
も
大
丈
夫
。
原
子
炉
も
、

３
重
４
重
の
安
全
装
置
で
守
ら

れ
て
い
る
の
で
放
射
線
が
漏
れ

る
こ
と
は
な
い
。
国
策
と
し
て

原
子
炉
建
設
を
推
進
し
て
き
た

日
本
政
府
と
電
力
会
社
が
宣
伝

し
て
き
た
、
安
全
神
話
で
す
。

３
月
１
１
日
に
東
日
本
を
襲
っ

た
、
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー
ド
９
を
越

え
る
大
地
震
は
こ
の
安
全
神
話

が
ま
っ
た
く
の
虚
構
だ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
地

震
直
後
の
大
津
波
が

非
常
用
発

電
機
を
破
壊
し
冷
却
用
水
が
蒸

発
し
炉
心
が
溶
融
（
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
）
水
素
爆
発
で
原
発
建
屋

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
大
量
の
放
射

線
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
。

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の

事
故
は
、
国
際
評
価
尺
度
（
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
の
暫
定
評
価
で
最
も

深
刻
な
「
レ
ベ
ル
７
」
相
当
と

さ
れ
た
。

原
発
は
人
間
の
力
で
は
制
御
で

き
ま
せ
ん
。
政
府
や
一
部
の
マ

ス
コ
ミ
か
ら
も
事
故
後
は
、
使

用
済
み
燃
料
や
高
濃
度
汚
染
ゴ

ミ
の
処
理
問
題
や
、
原
発
の
耐

用
年
数
は
１
０
年
な
の
に
、
３

０
年
以
上
も
稼
働
し
て
い
る
な

ど
の
批
判
も
見
ら
れ
る
が
、
未

だ
「
原
発
は
安
全
だ
」
と
国

民
を
欺
い
て
き
た
事
へ
の
反

省
は
聞
か
れ
な
い
。

日
本
は
地
震
大
国
で
す
。
せ

ま
い
国
土
に
５
４
基
も
の
原
発

が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。
電
力

の
３
０
％
が
原
発
に
依
存
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
事
故
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
「
国

民
」
一
人
ひ
と
り
に
求
め
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
原
発
は
安
全
だ
」

は

嘘
だ
っ
た
。

企業の身勝手な工場移転に反対

地域経済と雇用の責任を果たせ

（８月２３日に集会）


